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東北大学史料館   
植物資源開発部門（植物細胞生物学基幹分野）
山谷　知行
YAMAYA Tomoyuki 教授 生年月日 1950年2月5日
大学院農学研究科  農学部 附属先端農学研究センター 植物資源開発部門（植物細胞生物学基幹分野）
出身学校
東北大学・農学部・農芸化学 1972年 卒業
出身大学院
東北大学・農学研究科 修士課程 1974年 修了
東北大学・農学研究科・農芸化学 博士課程 1977年 修了
取得学位
農学修士 東北大学 1974年
農学博士 東北大学 1977年
略歴
1977年—1978年 東北大学農学部　博士研究員
1978年—1979年 カナダ、マクマスター大学生物学科　博士研究員
1979年—1980年 米国ミシガン州立大学植物科学研究所　博士研究員
1980年—1988年 岡山大学農業生物研究所　助手
1986年—1986年 カナダ国マクマスター大学生物学科　 JSPS特定国派遣研究員
1988年—1992年 東北大学農学部　助教授
1992年—1999年 東北大学農学部　教授
1999年—現在 東北大学大学院農学研究科　教授
2001年—2005年 理化学研究所植物科学研究センター　 (兼務）　グループディレクター
2006年—2009年 日本学術振興会学術システム研究センター (兼務）　主任研究員
2010年—2013年 東北大学大学院農学研究科　教授  農学研究科長  農学部長
2012年—2013年 東北大学　教授  総長補佐
2013年—現在 東北大学　国際高等研究教育院　教育院長　 (併任）
2014年—現在 東北大学　 URAセンター　副センター長（併任）
研究経歴
1974年—1979年 イネにおける硝酸還元酵素不活性化タンパク質についての研究に従事
1979年—1980年 タバコ培養細胞におけるウレアーゼ遺伝子増幅についての研究に従事
1980年—1987年 光呼吸窒素循環系についての研究に従事
1988年—現在 イネにおける窒素利用の分子基盤についての研究に従事
所属学会
日本植物生理学会, 日本土壌肥料学会, 日本農芸化学会, アメリカ植物生理学会 (American Society of Plant
Physiologists), スカンジナビア植物生理学会 (Scandinavian Society forPlant Physiogy), 国際植物分子生物学会
(International Society for Plant Molecular Biology), 日本植物細胞分子生物学会, フランス植物生理学会 (French
Society of Plant Physiology)
学会活動
日本植物生理学会　編集委員 1990年－1993年
日本植物生理学会　評議員 1994年－1997年
日本土壌肥料学会　副部門長 1994年－1999年
日本農芸化学会　東北支部 評議員 1994年－現在
日本農芸化学会　評議員 1996年－1997年
フランス植物生理学会 (French Society of Plant Physiology)　 Advisory Board 1997年－1999年
日本土壌肥料学会　欧文誌編集委員 1997年－1999年
Physiology and Molecular Biology of Plants　 Assodiate Editor 1998年－2011年
日本植物生理学会　編集実行委員 1999年－2002年
日本植物生理学会　評議員 2000年－2003年
日本土壌肥料学会　部門長 2000年－2003年
日本土壌肥料学会　 SSPN編集委員 2000年－2003年
Journal of Experimental Botany　 Advisory Board 2003年－2011年
Biochemical Journal　 Editorial Advisory Panel 2005年－2009年
日本植物生理学会　評議員 2006年－2007年
植物資源開発部門（植物細胞生物学基幹分野） 0 – 1
山谷　知行
日本植物生理学会　学会賞選考委員会委員 2007年－2008年
日本植物生理学会　学会賞選考委員会　委員長 2008年－2008年
日本植物生理学会　功績賞選考委員会委員 2008年－2008年
日本植物生理学会　評議員 2008年－2009年
日本植物生理学会　第 52回日本植物生理学会　年会委員長 2009年－2011年
Journal of Experimental Botany　 Editor 2010年－2010年
Frontiers in Plant Nutrition　 Associate Editor 2011年－2014年
日本植物生理学会誌　（Plant and Cell Physiology）　編集長 2012年－2015年
一般社団法人日本植物生理学会　理事 2014年－現在
専門分野
植物栄養学  土壌学, 植物生理  分子, 応用生物化学
研究課題
・イネにおける窒素利用の分子的基盤
・イネにおけるNADH依存性グルタミン酸合成酵素とサイトゾル型グルタミン合成酵素の分子生物学的研究
・イネの窒素利用と生産性に関わるＱＴＬ解析
・高等植物における窒素代謝のコンパートメンテーションと調節機構
研究キーワード
イネ, 窒素代謝, コンパートメンテーション, QTL解析
報道
隔離圃場の説明会（資料提供　テレビ　東北放送） 2000年4月
Ｐ１隔離圃場の説明会に関して（出演  執筆　新聞　河北新報） 2000年4月
NHK ためしてがってん（資料提供　テレビ　ＮＨＫテレビ） 2005年12月
食料生産（資料提供　テレビ　ＮＨＫ） 2008年8月
東北大学の新世紀　「世界をリードするイネの研究」（出演  執筆　テレビ　東
日本放送）
2009年6月
学外の社会活動
岩手大学大学院農学研究科（その他） 1994年4月 －2003年3月
農学部と幸町中学校（小中高との連携） 2003年11月－2003年11月
日本学術振興会学術システム研究センターの紹介（講演会  セミナー） 2007年9月 －2007年9月
科学研究費補助金の審査システムについて（講演会  セミナー） 2007年9月 －2007年9月
JSPS学術システム研究センターにおける科学研究費補助金の審査システムにつ
いて（講演会  セミナー）
2007年9月 －2007年9月
日本学術振興会学術システム研究センターの役割及びセンター研究員の推薦に
関する説明会（講演会  セミナー）
2008年6月 －2008年6月
科学研究費補助金の審査システムについて（講演会  セミナー） 2008年7月 －2008年7月
平成２１年度科学研究費補助金の公募等について（講演会  セミナー） 2008年9月 －2008年9月
科学研究費補助金の審査システムについて（講演会  セミナー） 2008年10月－2008年10月
科学者の卵　養成講座（JST）（小中高との連携） 2009年4月 －現在
スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員（小中高との連携） 2010年4月 －現在
東北大学森の都ジャンプアップ事業（講演会  セミナー） 2011年9月 －2011年9月
宮城教育大学（講演会  セミナー） 2011年9月 －2011年9月
科学研究費補助金の採択を目指して（講演会  セミナー） 2012年9月 －2012年9月
外部機関における活動
文部科学省２１世紀 COE 審査委員 2001年04月－2002年03月
理化学研究所植物科学研究センター グループディレクター 2001年04月－2005年03月
岩手大学農学部附属寒冷バイオシステム研究センター 外部評価委員 2003年04月－2004年03月
Medical Research Council (UK) Referee 2003年10月－2003年12月
USDA’s National Research Initiative Competitive Grant Program, USA Reviewer
for the Biochemistry and Plant Symbionts Program
2004年05月－2004年05月
National Science Foundation, USA Proposal Reviewer 2004年09月－2004年09月
（独）理化学研究所植物科学研究センター 独立主管客員研究員 2005年04月－2013年03月
岩手大学２１世紀 COEプログラム 評価委員 2005年05月－2006年03月
岡山大学資源生物科学研究所 外部評価委員 2005年11月－2006年03月
財団法人　岩手生物工学研究センター 特別参与（研究推進委員長） 2005年11月－2008年03月
独立行政法人　日本学術振興会 学術システム研究センター　主任研究員 2006年04月－2009年03月
Promotion to Professor in University of St. Andrews, UK external referee 2008年03月－2008年03月
岩手大学寒冷バイオシステムセンター 外部評価委員 2008年03月－2011年03月
宮城教育大学経営協議会 委員 2012年04月－2014年03月
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宮城教育大学評価委員 委員 2013年04月－2014年03月
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加
日本科学技術振興財団　科学技術庁（国）　地球規模問題を解決に導く新たな
国際共同研究開発の在り方に関する調査　委員会委員
1996年4月 —1998年3月
文部科学省（国）　学術審議会　専門委員 1997年4月 —1999年3月
日本学術振興会（国）　特別研究員等審査会　専門委員 1998年4月 —1999年3月
通商産業省　基礎産業技術検討会（国）　砂漠植物プロジェクト分科会中間評
価委員会　委員
1998年4月 —1999年3月
科学技術振興事業団（国）　科学技術特別研究員事業委員会　委員 1999年4月 —1999年4月
理化学研究所（国）　基礎科学研究等　課題評価委員 1999年4月 —2000年3月
科技庁（国）　植物科学研究センター　評価委員 2000年4月 —2000年4月
日本学術振興会（国）　特別研究員等審査会　専門委員 2000年4月 —2004年3月
日本学術振興会（国）　第 160委員会　評価委員 2000年4月 —現在
農林水産省（国）　遺伝子組み換え及びクローン技術による画期的な動植物の
開発　推進評価委員
2001年4月 —2002年3月
理化学研究所（国）　植物科学研究センター　グループディレクター 2001年4月 —2005年3月
農水省（国）　農業生物資源研究所イネ 10年研究計画委員会　委員 2003年4月 —2004年3月
経済産業省（国）　産業構造審議会評価会　生物機能利用砂漠地域二酸化炭素
固定技術開発プロジェクト評価WG委員
2003年4月 —2004年3月
日本学術振興会（国）　科学研究費委員会　専門委員 2003年4月 —2005年3月
農林水産省（国）　農業生物資源研究所イネ１０年研究計画委員会　委員 2003年4月 —2004年3月
経済産業省（国）　産業構造審議会評価小委員会　生物機能利用砂漠地域二酸
化炭素固定技術開発プロジェクト評価WG委員
2003年4月 —2004年3月
Medical Research Council, UK（その他）　 Personal referee 2003年9月 —2003年9月
文部科学省（国）　「人  自然  地球共生プロジェクト」「一般  産業廃棄物  バ
イオマスの複合処理  再資源化プロジェクト」　講評委員
2004年4月 —2007年3月
日本たばこ産業（民間企業）　葉たばこ研究所　研究コンサルタント 2004年4月 —2006年3月
文部科学省（国）　科学技術  学術審議会 研究計画  評価分科会 地球環境科学
技術委員会　評価委員
2004年4月 —2005年3月
USDA, U.S.A.（その他）　 National Research Initiative Competitive Grants
Program　 Reviewer
2004年5月 —2004年5月
文部科学省（国）　科学技術  学術審議会専門委員会（学術分科会）　専門委
員会委員
2005年2月 —2006年1月
理化学研究所（国）　植物科学研究センター　客員主管研究員 2005年4月 —2012年3月
独立行政法人新エネルギー  産業技術開発機構（ＮＥＤＯ）（その他）　「植
物の物質生産プロセス制御基盤技術開発」研究評価委員会　研究評価委員
2005年5月 —2007年3月
日本学術振興会（国）　特別研究員等審査会専門委員および国際事業委員会書
面審査員　審査委員
2005年6月 —2006年3月
文部科学省（国）　科学技術  学術審議会専門委員会委員（学術分科会）　専
門委員
2006年2月 —2007年1月
岩手大学（国）　２１世紀 COEプログラム　評価委員 2007年4月 —2008年3月
日本学術振興会（国）　学術システム研究センター　主任研究員 2007年4月 —2009年3月
（独）農業  食品産業技術総合研究機構 生物系特定産業技術研究支援センター
（国）　専門評価会　専門評価委員
2007年10月—2007年10月
University of St. Andrews, UK（その他）　 External referee for promotion to
Professor
2008年3月 —2008年3月
岩手大学（国）　農学部附属寒冷バイオフロンティア研究センター　外部評価
委員
2008年4月 —2009年3月
（財）稲盛財団（民間企業）　第２６回京都賞　先端技術部門候補者推薦委員 2009年7月 —2009年9月
（独）農業  食品産業技術総合研究機構（国）　生物系特定産業技術研究支援
センター 事後評価委員会　評価委員
2009年9月 —2010年3月
新学術領域研究「植物高 CO2応答」（国）　研究推進評価委員会　委員 2009年9月 —2014年3月
日本学術振興会（国）　科学研究費委員会（審査  評価第一部会）　専門委員 2009年12月—2010年11月
文部科学省政策会議（国）　先端科学技術調査会　講師 2010年3月 —2010年3月
農業  食品産業技術総合研究機構　生物系特定産業技術研究支援センター（国）
　選考  評価委員会　選考  評価委員
2010年4月 —2014年3月
独立行政法人　日本学術振興会（国）　科学研究費委員会（審査  評価第一部
会生物系小委員会）　専門委員
2010年12月—2013年3月
農林水産技術情報協会（国）　農水省競争的資金 H23年度　「新たな農林水産
政策を推進する実用技術開発事業」書面審査専門委員
2011年2月 —2011年3月
日本学術振興会（国）　科研費委員会審査  評価第一部会　生物系副部会長 2011年4月 —2013年3月
植物資源開発部門（植物細胞生物学基幹分野） 0 – 3
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科学技術振興機構（JST）（国）　 CREST さきがけ研究領域「二酸化炭素資
源化を目指した植物の物質生産力強化と　研究領域アドバイザー
2011年6月 —現在
東京大学（国）　生物生産工学研究センター外部評価委員会　評価委員 2013年4月 —2014年3月
オープンキャンパス・研究所公開等
農学部オープンキャンパス 模擬講義（公開授業  講演） 2002年7月 －2002年7月
オープンキャンパス（実施） 2004年7月 －現在
学内活動
保健管理センター運営委員会委員 2002年10月－2004年9月
男女共同参画委員会委員 2003年4月 －2005年3月
農学研究科評価委員会自己評価ＷＧ世話人 2004年4月 －2006年3月
制度検討委員会副委員長 2004年4月 －2006年3月
研究企画委員会委員 2004年4月 －2006年3月
キャンパス構想委員会委員 2004年4月 －2006年3月
大型設備検討委員会委員 2004年4月 －2006年3月
評価委員会委員 2004年4月 －2007年3月
地域連携推進委員会委員 2004年4月 －2007年3月
学生支援審議会委員 2004年10月－2006年3月
研究推進審議会委員 2006年4月 －2007年3月
農学研究科外部評価委員会副委員長 2006年4月 －2007年3月
特定領域研究推進支援センター女性研究者育成支援室員 2006年4月 －現在
予算委員会委員 2007年4月 －2007年4月
大学院農学研究科応用生命科学専攻長 2007年4月 －2009年3月
評価委員会委員長 2007年4月 －2009年3月
大学院教務委員会委員 2007年4月 －2009年3月
ハラスメント相談員 2007年4月 －2009年3月
評価委員会評価専門委員会委員 2007年4月 －2011年3月
大学院学生委員会委員 2007年4月 －2011年3月
制度運営権等委員会委員 2007年4月 －2011年3月
中期目標  中期計画委員会委員長 2007年4月 －2011年3月
研究企画室長 2009年4月 －2010年3月
部局評価責任者 2009年4月 －2010年3月
将来計画委員会委員長 2009年4月 －2011年3月
附属先端農学研究センター　センター長 2009年4月 －2011年3月
評価分析室員 2009年4月 －2011年3月
教育研究評議員 2009年4月 －2013年3月
副研究科長 2009年4月 －2020年3月
研究科長  学部長 2010年4月 －2013年3月
グローバル 30運営会議委員 2010年4月 －2013年3月
東北大学基金運営委員会委員 2010年4月 －2013年3月
国際高等研究教育機構運営審議会委員 2010年4月 －2013年3月
総長選考会議委員 2010年4月 －2013年3月
東北大学経営協議会委員 2011年4月 －2013年3月
東北大学総長補佐 2011年4月 －2013年3月
ワールドクラス研究推進プロジェクトメンバー 2012年4月 －2013年3月
論文投稿に関わる研究者倫理検討委員会委員 2012年4月 －2013年3月
学際科学フロンティア研究推進WG委員 2013年4月 －2014年3月
全学的教育  学生支援体制検討WG委員 2013年4月 －2014年3月
国際高等研究教育院生の選抜に関わるWG　座長 2013年4月 －2014年3月
学系委員 2013年4月 －2014年3月
入学試験委員会委員 2013年4月 －2014年3月
国際高等研究教育院長 2013年4月 －現在
リーディング大学院拡大タスクフォース委員 2013年4月 －現在
Falling Walls Lab in Sendai 運営委員 2014年3月 －2014年8月
学際科学フロンティア研究所　運営委員 2014年4月 －現在
国際高等研究教育院　運営委員会委員長 2014年4月 －現在
東北大学男女共同参画賞（澤柳記念賞）選考委員 2014年7月 －現在
URAセンター副センター長 2014年10月－現在
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学位授与数
博士 12人
修士 44人
学士 88人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 2人
担当授業科目
(全学教育)
基礎ゼミ 2005年－2005年
基礎ゼミ 2007年－2007年
自然科学総合実験 2009年－2009年
基礎ゼミ 2010年－2010年
自然科学総合実験 2013年－2013年
現代学問論 2014年－2014年
(学部教育)
生物物理学 1989年－2000年
植物細胞生化学 1993年－現在
(大学院教育)
植物細胞生化学特論 1993年－現在
植物分子生物学特論 1993年－現在
岩手大学大学院農学研究科（植物栄養学特論） 1994年－2004年
生命圏倫理学 2000年－2006年
生命圏倫理学 2010年－2010年
(他大学)
東京大学大学院理学研究科（植物生理学特論） 1994年－1995年
新潟大学大学院農学研究科（植物分子栄養学特論） 2000年－2000年
名古屋大学大学院生命農学研究科（植物分子生理学特論） 2002年－2002年
お茶の水女子大学大学院理学研究科（植物生理学特論） 2004年－2004年
東京大学大学院農学生命化学研究科（生命化学フロンティア I） 2006年－2006年
Soi-Acia インターネット講義 2009年－2009年
(その他)
SOI-Asia2004 2004年－2004年
東北大学短期留学生プログラム 2005年－2005年
短期留学生受入プログラム「農業と生命科学」 2011年－2012年
国際会議　発表・講演
Selection of mutant cells and plants[VII International Congress on Plant Tissue and Cell Culture]
(1990年7月 –- 1990年7月, オランダ, Amsterdam) 口頭（招待 特別）
Function of cytosolic glutamine synthetase in rice leaves[International Symposium on Molecular Mechanisms
of Nitrogen Assimilation in Plants]
(1992年8月 –- 1992年8月, 日本国, Toyoda) 口頭（招待 特別）
Cellular localization of cytosolic glutamine synthetase and NADH-dependent glutamate synthase protein in
rice plants[The 4th International Symposium "Nitrogen Assimilation: Molecular and Genetic Aspects"]
(1997年5月 –- 1997年5月, アメリカ合衆国, Tampa) 口頭（招待 特別）
Comparison of contents for cytosolic-glutamine synthetase and NADH-dependent glutamate synthase
proteins in leaves of japonica, indica, and javanica rice plants[XIII International Plant Nutrition
Colloquium]
(1997年11月13日 –- 1997年11月19日, 日本国, Tokyo) 口頭（招待 特別）
Molecular physiology of nitrogen recycling in rice plants[The 12th Toyota Conference: Challenge of Plant
and Agricultural Sciences to the Crisis of Biosphere on the Earth in the 21st Century]
(1998年11月25日 –- 1998年11月28日, 日本国, Mikkabi, Shizuoka) 口頭（招待 特別）
NADH-glutamate synthase, as a key enzyme in sink organs for re-utilization of glutamine remobilized from
senescing organs in rice plants[International Conference on Assimilate Transport and Partitioning]
(1999年8月15日 –- 1999年8月20日, オーストラリア, Newcastle) 口頭（一般）
Assimilation, remobilization, and re-utilization of nitrogen in rice plants[France-Japan Binational Workshop
on Cellular, intracellular and organ to organ communication in plants]
(1999年9月29日 –- 1999年10月2日, フランス, Versailles) 口頭（招待 特別）
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Nitrogen recycling and utilization in rice: Molecular aspects and application of QTL analysis[International
Symposium on Nitrogen and Carbon Utilization in Plants: Molecular Approaches for the Improvement of
Productivity and Quality]
(1999年11月24日 –- 1999年11月26日, 日本国, Sendai) 口頭（招待 特別）
Nitrogen assimilation and utilization in rice plants[International Symposium on Advances in Plant
Biotechnology and Molecular Biology]
(2000年3月16日 –- 2000年3月17日, 日本国, Kyoto) 口頭（招待 特別）
Cellular and subcellular localization of glutamine synthetase and glutamate synthase in rice
plants[Symposium on Cellular Compartmentation of Plant Metabolism, Society for Experimental Biology]
(2000年5月27日 –- 2000年5月31日, イギリス, Exeter) 口頭（招待 特別）
Genetic manipulation and QTL analysis for nitrogen utilization in rice[6th International Symposium on
Inorganic Nitrogen Assimilation]
(2001年8月7日 –- 2001年8月12日, フランス, Reims) 口頭（招待 特別）
Compartmentation, genetic manipulation, and QTL-mapping for glutamine synthetase and glutamate
synthase in rice[International Workshop on Metabolomics Approach in Plant Functional Genomics in the
Post-genom Eras]
(2001年12月7日 –- 2001年12月8日, 日本国, Kisaeazu) 口頭（招待 特別）
Introduction of metabolic function group and nitrogen recycling in rice[Annual Meeting of Max-Planck-
Institute for Molecular Plant Physiology]
(2002年5月27日 –- 2002年5月28日, ドイツ, Golm) 口頭（基調）
Diﬀerential expression of glutamine synthetase genes in Arabidopsis[Fifth International Symposium on
Nitrate Assimilation: Molecular and Genetics Aspects]
(2002年7月 –- 2002年7月, スペイン, Cordoba) 口頭（一般）
Nitrogen recycling in rice: Analyses of mutants inserted retro- transposon Tos-17 and QTL mapping[5th
International Symposium on Nitrate Assimilation: Molecular and Genetic Aspects]
(2002年7月21日 –- 2002年7月26日, スペイン, Cordoba) 口頭（招待 特別）
Directional long distance movement of phloem proteins[13th Congress of the Federation of European
Societies of Plant Physiology]
(2002年9月3日 –- 2002年9月3日, ギリシア, Crete) 口頭（一般）
Nitrogen utilization in rice: Genetic manipulation, knock-out mutants, and QTL analysis[NIAS-COE
International Symposium “Plant Metabolism: Molecular Mechanisms and Engineering”]
(2002年11月19日 –- 2002年11月20日, 日本国, Tsukuba) 口頭（招待 特別）
Crystal structures of histidine hosphor-transfer proteins from maize[7th International of Plant Molecular
Biology]
(2003年6月 –- 2003年6月, スペイン, Barcelona) ポスター（一般）
Identiﬁcation and biochemical characterization of ZmHD1 that interacts with a cytokinin-inducible response
regulator, ZmRR1, in maize[7th ISPMB]
(2003年6月25日 –- 2003年6月25日, スペイン, Barcelona) ポスター（一般）
Regulatory roles of plasma membrane and vacuolar sulfate transporters for the uptake and root-to-shoot
translocation of sulfate in Arabidopsis[The 2003 annual meeting of the American Society of Plant Biologists]
(2003年7月 –- 2003年7月, アメリカ合衆国, Honolulu) 口頭（一般）
Regulatory roles of plasma membrane and vacuolar sulfate transporters for the uptake and root-to-shoot
translocation of sulfate in Arabidopsis[The 2003 annual meeting of the American Society of Plant Biologists]
(2003年8月31日 –- 2003年8月31日, アメリカ合衆国, Honolulu) 口頭（一般）
Nitrogen remobilization in rice plants: Analysis of GS1-knockout mutants.[International Meeting on Phloem
Transport]
(2003年8月31日 –- 2003年9月5日, ドイツ, Bayreuth) 口頭（一般）
Shoot-ward bound, root-ward bound: A directionally selective long-distance momement of phloem RNA-
binding proteins[International Meeting on Phloem Transport]
(2003年8月31日 –- 2003年9月5日, ドイツ, Bayreuth) 口頭（一般）
Shoot-ward bound, root-ward bound: A directionally selective long-distance momement of phloem RNA-
binding proteins[International Meeting on Phloem Transport]
(2003年9月2日 –- 2003年9月2日, ドイツ, Bayreuth) 口頭（一般）
Essentiality of nitrogen recycling for rice production[RIKEN Plant Science Center Symposium2003]
(2003年10月9日 –- 2003年10月10日, 日本国, Yokohama) 口頭（招待 特別）
Molecular mechanisms for nitrogen recycling in rice[INRA-Seminar]
(2004年1月13日 –- 2004年1月13日, フランス, Versailles) 口頭（招待 特別）
Regulation of gene expression and transport functions: S responsive regions of sulfate transporter gene
promoters and regulatory factors[Annual Main Meeting of the Society for Experimental Biology]
(2004年4月 –- 2004年4月, イギリス, Edinburgh) 口頭（招待 特別）
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Chromosome-substituted lines conﬁrmed QTL on chromosome 2 for GS1 protein content and tiller number
in rice[The 7th International Symposium on Inorganic Nitrogen Assimilation in Plants: from the genome
to the agro-ecosystem]
(2004年6月23日 –- 2004年6月27日, オランダ, Wageningen) 口頭（一般）
Nutritional regulation of cytokinin biosynthesis: a possible role for long-distance signaling molecule[15th
International Conference on Arabidopsis Research]
(2004年7月11日 –- 2004年7月11日, ドイツ, Berlin) 口頭（招待 特別）
Cytochrome P450 genes for the hydroxylation of cytokinins[18th Int. Conf. On Plant Growth Substances
(IPGSA 2004)]
(2004年9月21日 –- 2004年9月21日, オーストラリア, Canberra) 口頭（一般）
Cytochrome P450 genes for the hydroxylation of cytokinins[18th Int. Conf. On Plant Growth Substances
(IPGSA 2004)]
(2004年9月21日 –- 2004年9月21日, オーストラリア, Canberra) 口頭（招待 特別）
Characteristics of rice mutants lacking OsGS1;1, a cytosolic glutamine synthetase1;1 gene[6th International
Workshop on Plant Sulfur Metabolosm: physiological, molecular biochemical, ecological, environmental,
agricultural, nutritional, nutra-pharmaceutical aspects]
(2005年5月17日 –- 2005年5月21日, 日本国, 木更津) 口頭（招待 特別）
Nitrogen utilization in rice: From the aspect of molecular biology and molecular genetics[Invited Seminar
at Crop Performance and Improvement Division, Rothamsted Research]
(2005年6月1日 –- 2005年6月1日, イギリス, Harpenden) 口頭（招待 特別）
Mapping and characterization of quantitative trait loci related growth of rice (Oryza sativa L.) grown in
saline paddy ﬁeld[10th International Congress of SABRAO]
(2005年8月22日 –- 2005年8月23日, 日本国, Tsukuba) ポスター（一般）
Glutamine sensor and signaling in rice[Xth France-Japan Workshop on Plant Sciences: Cellular signaling
and development]
(2005年9月25日 –- 2005年9月29日, フランス, Toulouse) 口頭（招待 特別）
Mapping of quantitative trait loci governing leaf-bronzing of rice (Oryza sativa L.) grown in saline paddy
ﬁeld[International Conference of Rice Genetics]
(2005年11月19日 –- 2005年11月23日, フィリピン, Manila) 口頭（一般）
Identiﬁcation of quantitative trait loci for nitrogen utilization under various concentrations of NH4+ in rice
(Oryza sativa L.)[5th International Rice Genetics Symposium]
(2005年11月19日 –- 2005年11月23日, フィリピン, Manila) ポスター（一般）
Mechanisms of nitrogen utilization and genetic approaches for improvement of rice yield[The Symposium
on Molecular and Cellular Biology of Plant Storage Function – from Gene to Food]
(2005年11月28日 –- 2005年11月29日, 日本国, Nagoya) 口頭（招待 特別）
Comprehensive Approaches for Understanding Mechanisms of Nitrogen Utilization in Rice[The 53rd NIBB
Conference - Dynamic Organelles in Plants]
(2006年6月14日 –- 2006年6月17日, 日本国, 岡崎市) 口頭（招待 特別）
Nitrogen utilization in rice: molecular, physiological and genetic analyses[Sino-Japanese Workshop on Plant
Nutrition]
(2006年9月12日 –- 2006年9月16日, 中国, Kunming) 口頭（招待 特別）
Mechanism of nitrogen remobilization in rice[The 100th Anniversary of Tohoku University International
Symposium: Frontiers in Rice Science – from Gene to Field-]
(2006年11月6日 –- 2006年11月7日, 日本国, Sendai) 口頭（招待 特別）
Identiﬁcation and characterization of quantitative trait loci in nitrogen utilization of rice[The 100th
Anniversary of Tohoku University International Symposium: Frontiers in Rice Science – from Gene to
Field-]
(2006年11月6日 –- 2006年11月7日, 日本国, Sendai) 口頭（招待 特別）
Assimilation of ammonium-ions and re-utilization of nitrogen in rice[Nitrogen2007]
(2007年7月27日 –- 2007年7月31日, イギリス, Lancaster) 口頭（招待 特別）
Molecular mechanisms for plant biomass production – rice as a model plant[UCR Tech Horizon 2008
Conference]
(2008年5月13日 –- 2008年5月14日, アメリカ合衆国, Reverside) 口頭（招待 特別）
Molecular mechanisms for plant biomass production – rice as a model plant[2nd Consecutive Seminar by
Tohoku Univ. US Oﬃce]
(2008年5月14日 –- 2008年5月14日, アメリカ合衆国, Palo Alto) 口頭（招待 特別）
Genetic and physiological approach of nitrogen utilization toward improving environmental adaptation of
rice[Workshop on Development of Environmentally-friendly Water-saving Technologies for Rice]
(2008年6月18日 –- 2008年6月18日, 日本国, Tsukuba) 口頭（招待 特別）
Function of glutamine synthetase and glutamate synthase in rice plants[11th International Congress on
Amino Acids, Peptides and Proteins]
(2009年8月3日 –- 2009年8月7日, オーストリア, Vienna) 口頭（招待 特別）
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Opening Remarks[1st International Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, Inuyama, Aichi) 口頭（基調）
Cytosolic glutamine symthetase1;2 is one of a key enzymes in ammonium assimilation in root of rice plant[1st
International Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, Inuyama, Aichi) ポスター（一般）
Rice vacuolar membrane-localized amino acid transporter, OsATA1;2, transports glutamine[1st Interna-
tional Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, Inuyama, Aichi) ポスター（一般）
Interplay between ammonium transport and auxin signaling[1st International Symposium on the Nitrogen
Nutrition of Plants]
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, Inuyama, Aichi) ポスター（一般）
Changes of root system by polyamine sypply is dependent on high-aﬃnity urea transporter[1st International
Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, Inuyama, Aichi) ポスター（一般）
Reverse genetic approach unravels the physiological functions of NADH-dependent glutamate synthase1
(NADH-GOGAT1) in ammonium assimilation in the root and productivity of rice plant[1st International
Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, Inuyama, Aichi) ポスター（一般）
Identiﬁcation and characterization of qRL6.1, a major QTL for root length of seedlings hydroponically
grown in rice[The 7th Asian Crop Science Association Conference]
(2011年9月28日 –- 2011年9月28日, インドネシア, Bogor) 口頭（一般）
Identiﬁcation and characterization of qRL6.1, a major QTL for root length of seedlings hydroponically
grown in rice[The 7th Asian Crop Science Association Conference]
(2011年9月28日 –- 2011年9月30日, インドネシア, Bogor) 口頭（一般）
Reduction of the primary assimilation of ammnonium ions and panicle number in rice mutants lacking
cytosolic glutamine synthetase1;2[International Symposium“Strategies of Plants against Global Environ-
mental Change”]
(2011年12月8日 –- 2011年12月10日, 日本国, Kurashiki) ポスター（一般）
Interplay between ammonium transporter and glutamine synthethase in Arabidopsis[International Sympo-
sium “Strategies of Plants against Global Environmental Change”]
(2011年12月8日 –- 2011年12月10日, 日本国, Kurashiki) ポスター（一般）
Activities of plant sciences in Japan and in Tohoku University[The 3rd Japanese-German University
Presidents’ Conference “Challenges and Perspectives in Promoting Young Researchers”]
(2013年9月12日 –- 2013年9月13日, ドイツ, Göttingen) 口頭（招待 特別）
Distinct function of GS1 and NADH-GOGAT isoenzymes in rice[Second International Symposium on the
Nitrogen Nutrition of Plants]
(2013年11月18日 –- 2013年11月22日, チリ, Puerto Varas) 口頭（招待 特別）
The study of two cytosolic glutamine synthetase isoforms of rice using reverse genetic, metabolite and
transcript proﬁling approaches and microscopic analysis[Second International Symposium on the Nitrogen
Nutrition of Plants]
(2013年11月18日 –- 2013年11月22日, チリ, Puerto Varas) 口頭（招待 特別）
Rice novel protein kinase involved in regulation of ammonium uptake into roots under high concentration
of external ammonium[Second International Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
(2013年11月18日 –- 2013年11月22日, チリ, Puerto Varas) ポスター（一般）
国内会議　発表・講演
トウモロコシ根に存在する硝酸還元酵素不活性化プロテアーゼ [日本農芸化学会創立 60周年記念関東支部
シンポジウム「プロテアーゼ反応の解析とその応用」]
(1984年3月 –- 1984年3月, 東京) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素転流の分子的基盤 [日本土壌肥料学会 1992年度大会シンポジウム]
(1992年4月 –- 1992年4月, 新潟市) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素転流の分子機構 [日本農芸化学会 1993年度シンポジウム]
(1993年4月 –- 1993年4月, 仙台市) 口頭（招待 特別）
イネに存在する複数のグルタミン合成酵素  グルタミン酸合成酵素分子種の機能分担 [大阪大学蛋白質研
究所公開セミナー]
(1993年6月 –- 1993年6月, 大阪市) 口頭（招待 特別）
イネの窒素転流において sourceと sink器官で働く酵素群 [日本植物学会シンポジウム]
(1994年9月 –- 1994年9月, 札幌市) 口頭（招待 特別）
転流に関与する窒素代謝酵素の発現 [日本土壌肥料学会シンポジウム「植物栄養研究の展開」]
(1996年4月 –- 1996年4月, 東京) 口頭（招待 特別）
ＤＮＡ農業と植物栄養学 [日本植物細胞分子生物学会公開シンポジウム「ＤＮＡ農業の最前線」]
(1996年7月 –- 1996年7月, 広島市) 口頭（招待 特別）
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植物における窒素利用の分子機構 [日本農芸化学会東北支部 第 126回例会  シンポジウム　「植物と環境」
]
(1997年7月5日 –- 1997年7月5日, 仙台市) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素の器官間輸送機構の分子基盤 [日本農芸化学会 1998年度大会シンポジウム「器官間コ
ミュニケーションを機軸とした植物機能研究の新展開」]
(1998年4月2日 –- 1998年4月2日, 名古屋市) 口頭（招待 特別）
器官間コミュニケーション—器官間における窒素輸送機構 [日本植物生理学会 1998年度年会シンポジウ
ム「植物個体における光合成機能統御の分子基盤：器官間および細胞内のコミュニケーション機構の現状
と展望」]
(1998年5月5日 –- 1998年5月5日, 札幌市) 口頭（招待 特別）
植物体内における窒素のリサイクルと環境浄化の分子生理学 [第９回環境バイオテクノロジー学会シンポ
ジウム「ファイトリメディエーションの最前線—植物遺伝子と環境修復」]
(1999年9月23日 –- 1999年9月23日, 広島市) 口頭（招待 特別）
イネにおけるアンモニウム同化と転流窒素利用の分子機構：アンチセンス NADH依存性グルタミン酸合
成酵素 cDNAを導入したイネの解析 [日本植物生理学会 2000年度年会シンポジウム「代謝生理学のルネッ
サンス—バイオテクノロジーによる新たな展開」]
(2000年3月27日 –- 2000年3月27日, 名古屋市) 口頭（招待 特別）
Uptake and transport of sulfate in higher plants[日本植物分子細胞生物学会シンポジウム Regulation and
Biotechnology of Sulfur Metabolism in Plants]
(2001年7月 –- 2001年7月, 東京) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素利用の分子基盤 [基礎生物学研究所セミナー]
(2001年10月18日 –- 2001年10月18日, 岡崎市) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素利用機能から生産性の向上を考える [日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業「植物
の環境応答機構とバイオテクノロジー」研究成果公開シンポジウム]
(2001年10月26日 –- 2001年10月26日, 東京) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素代謝のコンパートメンテーションとＱＴＬ解析 [第 19回バイオテクノロジーシンポジ
ウム]
(2001年10月31日 –- 2001年10月31日, 東京) 口頭（招待 特別）
植物の老化：新しい生命への準備 [第１６回「大学と科学」公開シンポジウム「明日を拓く植物科学」]
(2001年11月17日 –- 2001年11月18日, 神戸市) 口頭（招待 特別）
イネの葉の老化はおコメのため [日本農芸化学会主催第 28回化学と生物シンポジウム「現代生命科学の面
白さ（農芸化学の世界を探る）」]
(2002年3月23日 –- 2002年3月23日, 仙台市) 口頭（招待 特別）
高窒素利用能イネ作出のためのＱＴＬ [日本薬学会関東支部第 27回学術講演会「植物メタボロミクスとメ
タボリックエンジニアリング—医薬品、食品、工業原料の開発と生産にむけて」]
(2002年9月19日 –- 2002年9月20日, 千葉市) 口頭（招待 特別）
イネの窒素代謝と生産性向上-葉の老化は稔りのため [日本学術会議公開シンポジウム「２１世紀の食糧 
環境問題解決に向けて—植物栄養学からのアプローチ」]
(2002年11月2日 –- 2002年11月2日, 東京) 口頭（招待 特別）
Structures and molecular recognition of two-component signaling protein in plant[日本植物生理学会 2003
年度年会シンポジウム「蛋白質の精密構造に立脚した植物生理学の新展開」]
(2003年3月29日 –- 2003年3月29日, 東大阪) 口頭（招待 特別）
窒素の長距離移行とグルタミンのシグナリング [大阪大学タンパク質研究所セミナー「植物代謝のネット
ワークとシグナリングの分子基盤とその応用」]
(2003年12月8日 –- 2003年12月8日, 大阪) 口頭（招待 特別）
イネの窒素利用と穂数を決定している遺伝子座の解析 [日本植物学会第 68回大会シンポジウム「植物種子
における炭素／窒素代謝ネットワークの制御」]
(2004年9月10日 –- 2004年9月10日, 藤沢) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素代謝のメカニズム [日本育種学会シンポジウム「植物栄養特性の育種への利用—窒素栄
養と遺伝  育種学」]
(2004年9月21日 –- 2004年9月21日, 津) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素利用に関わる形質のＱＴＬ解析 [日本育種学会シンポジウム「植物栄養特性の育種への
利用—窒素栄養と遺伝  育種学」]
(2004年9月21日 –- 2004年9月21日, 津) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素利用機構と生産性向上 [岩手大学 21世紀 COEプロジェクト「熱—生命システム相関学
拠点創成」第 1回シンポジウム]
(2004年11月4日 –- 2004年11月4日, 盛岡) 口頭（基調）
イネの窒素利用機構の解明と生産性向上に関する分子遺伝学的アプローチ [（財）岩手生物工学研究セン
ター研究推進委員会特別講演]
(2005年12月22日 –- 2005年12月22日, 北上市) 口頭（招待 特別）
科研費の審査評価システム　—　 JSPS学術システム研究センターの役割を中心に [日本農芸化学会 2008
年度大会]
(2008年3月27日 –- 2008年3月27日, 名古屋) 口頭（招待 特別）
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学振  プログラムオフィサー制度の説明及び意見交換会 [日本獣医学会関連集会]
(2008年3月29日 –- 2008年3月29日, 相模原市) 口頭（招待 特別）
科研費  特別研究員の審査システムの現状 [日本土壌肥料学会 2008年度愛知大会公開シンポジウム]
(2008年9月11日 –- 2008年9月11日, 名古屋市) 口頭（招待 特別）
イネのアンモニウムイオン欠乏に対する応答機構 [植物ストレス科学研究ネットワーク発足シンポジウム]
(2009年2月23日 –- 2009年2月24日, 倉敷市) 口頭（招待 特別）
イネの窒素飢餓ストレス [日本土壌肥料学会２００９年度京都大会シンポジウム]
(2009年9月15日 –- 2009年9月17日, 京都市) 口頭（招待 特別）
植物の基盤研究から食料自給率を考える [文部科学省政策会議先端科学技術調査会　「植物科学研究が切
り拓く未来—グリーンイノベーションに向けて」]
(2010年3月4日 –- 2010年3月4日, 東京（衆議院第１議員会館民主党Ａ会議室）) 口頭（招待 特別）
イネにおける窒素利用機構 [第 13回植物オルガネラワークショップ「植物オルガネラ研究のマイルストーン」
]
(2011年3月 –- 2011年3月, 仙台市) 口頭（招待 特別）
窒素代謝からみた QTL解析の限界と可能性 [日本作物学会シンポジウム]
(2011年3月31日 –- 2011年3月31日, 東京) 口頭（招待 特別）
PCP 特別企画：論文投稿から審査、受理に至る過程—Editor視点からの問題点 [第 54回日本植物生理学
会年会]
(2013年3月21日 –- 2013年3月21日, 岡山) 口頭（基調）
Evidence supporting distinct functions of cytosolic GS and NADH-GOGAT isoenzymes in rice[RIKEN
CSRS Seminer]
(2013年5月15日 –- 2013年5月15日, Tsurumiku, Yokohama) 口頭（招待 特別）
イネ維管束ネットワーク上のショ糖転流と顆粒成長モデル [日本植物生理学会年会シンポジウム「環境変
動に対する植物の生存成長戦略：総合研究の新展開」]
(2014年3月18日 –- 2014年3月20日, 富山) 口頭（招待 特別）
イネ根におけるアンモニウム態窒素吸収の負の制御の新理解 [日本植物生理学会年会シンポジウム「植物
の三大栄養素（N-P-K）の感知と利用の新理解」]
(2014年3月18日 –- 2014年3月20日, 富山) 口頭（招待 特別）
Tips for authors: how to make your paper more attractive[Welcome note from the Editor-in-Chief. PCP
Luncheon Seminar]
(2014年3月19日 –- 2014年3月19日, 富山) 口頭（基調）
Down-regulation of ammonium uptake into plant roots under high concentration of external ammo-
nium[SSPN Symposium on “Mineral Transport and Sensing in Plants”]
(2014年9月9日 –- 2014年9月11日, 東京) 口頭（招待 特別）
植物の生産を規定する窒素利用代謝の分子機構 [第 19回学際ライフサイエンスシンポジウム]
(2014年10月31日 –- 2014年10月31日, 仙台市) 口頭（招待 特別）
国際会議　主催・運営
International Symposium on Nitrogen and Carbon Utilization in Plants: Molecular Approaches for the
Improvement of Productivity and Quality
(1999年11月24日 –- 1999年11月26日, Japan, Sendai) ［主催］
Japan-France Symposium 2002 "Communication Mechanisms of Regulatory Signals and Metabolic Com-
partmentation in Plants"
(2002年10月29日 –- 2002年10月31日, Japan, Nara) ［主催］
Xth France-Japan Workshop on Plant Sciences: Cellular signaling and development
(2005年9月25日 –- 2005年9月29日, フランス, Toulouse) ［運営］日仏会議の日本側代表
International Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants (Nitrogen2010)
(2010年7月26日 –- 2010年7月30日, 日本国, 犬山市) ［主催］国際会議開催組織委員長
国内会議　主催・運営
特定領域研究「植物の環境適応戦略としてのオルガネラ分化」研究成果報告会
(2006年2月3日 –- 2006年2月5日, 仙台市) ［主催］会議全体の主催
東北大学　農学  生命科学融合シンポジウム「地球温暖化と植物」
(2007年12月4日 –- 2007年12月4日, 仙台市) ［主催］
第２回先端農学シンポジウム
(2009年6月25日 –- 2009年6月25日, 仙台) ［主催］シンポジウム開催委員長
第 52回日本植物生理学会年会
(2011年3月20日 –- 2011年3月22日, 仙台市) ［主催］年会委員長
学術受賞
ヨシ  エス  クノ賞 1971年
[東北大学]
日本土壌肥料学会奨励賞 1983年
[日本土壌肥料学会]
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日本土壌肥料学会賞 1999年
[日本土壌肥料学会]
日本植物細胞分子生物学会論文賞 2004年
[日本植物細胞分子生物学会]
日本土壌肥料学会　ポスター賞 2007年
[日本土壌肥料学会]
Outstanding Poster Award 2010年
[1st International Symposium on the Nitrogen Nutrition of Plants]
日本土壌肥料学会 2010年度北海道大会ポスター賞 2010年
[日本土壌肥料学会]
日本農学賞 2015年
[日本農学会]
読売農学賞 2015年
[読売新聞社]
その他研究活動
Plant Physiology 3rd ed., L. Taiz and E. Zeiger, Chapter 12. Assimilation of
Mineral Nutrients 翻訳（その他）
2003年－2003年
Biochemistry & Molecular Biology of Plants, B.B. Buchanan, W. Gruissem, R.L.
Jones, American Society of Plant Physiologists. Chapter 9, Protein synthesis,
Assembly, and degradation　翻訳（その他）
2003年－2003年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
特定領域研究 1992年4月 －1996年3月
[イネ葉における光呼吸窒素代謝系酵素群遺伝子の窒素による発現調節]
基盤研究 (B) 1994年4月 －1997年3月
[イネの維管束組織特異的に発現するグルタミン代謝関連酵素群の窒素転流に
おける役割]
国際学術研究（共同研究） 1996年4月 －1998年3月
[高等植物の窒素利用に関わる酵素群の細胞内分布と発現の解明]
特定領域研究 1997年4月 －2001年3月
[植物個体における光合成機能統御の分子基盤]
基盤研究 (B) 2001年4月 －2004年3月
[師部伴細胞での遺伝子発現制御が植物体内の物質長距離移行に及ぼす影響の
解析]
(挑戦的)萌芽研究 2002年4月 －2004年3月
[植物の窒素同化に必要な２—オキソグルタル酸の供給系]
基盤研究 (B) 2002年4月 －2005年3月
[分子生理学とＱＴＬ解析手法を用いたイネにおける窒素リサイクル機構の分
子基盤]
日欧共同研究 2003年4月 －2005年3月
[植物の炭素、窒素同化のシグナリングと代謝ネットワークの分子基盤とその
応用]
特定領域研究 2004年10月－2009年3月
[イネの窒素情報伝達と代謝に関わる未熟非緑色器官におけるプラスチド機能
の解明]
基盤研究 (A) 2007年4月 －2010年3月
[イネのアンモニア同化と窒素リサイクル機構の解明による窒素利用効率の
向上]
基盤研究 (A) 2010年4月 －2014年3月
[イネの窒素同化と窒素利用機構におけるグルタミン代謝関連酵素機能の完全
解明]
新学術領域研究 2010年7月 －2015年3月
[窒素飢餓環境に対するイネの生存戦略]
その他の競争資金獲得実績
日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業 1996年4月 －2001年3月
[窒素利用および光合成機能の向上による高生産  高品質型植物の作出のため
の分子栄養学的基礎研究]
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戦略的創造研究推進事業 2000年4月 －2005年3月
[ポストゲノム科学を基盤とする植物同化代謝機能のダイナミクス解明]
「イネゲノムの重要形質関連遺伝子の単離及び機能解明」プロジェクト 2004年4月 －2008年3月
[イネの窒素利用代謝と有用形質の制御に関わる遺伝子機能の解明]
一般受託研究 2006年4月 －2009年3月
[農学分野に関する学術動向の調査  研究]
一般受託研究 2008年4月 －2012年3月
[低アンモニウムイオン吸収利用能力に関わる遺伝子の単離と窒素利用機構の
解明]
国際会議開催支援費 2010年7月 －2010年7月
[植物の窒素栄養に関する国際シンポジウム]
国際研究集会開催援助費 2010年7月 －2010年7月
[Nitrogen2010国際植物窒素栄養会議]
最先端研究基盤事業 2010年7月 －2011年3月
[低炭素社会実現に向けた植物研究推進のための基盤整備]
著書
1) Nitrogen Nutrition in Higher Plants.（執筆担当部分）Glutamine Synthetase, pp. 219-228. [Associated
Publishing Company, (1995)]
YAMAYA Tomoyuki
2) 朝倉植物生理学講座 (2)代謝. [朝倉書店, (2001)4月]
山谷知行
3) 朝倉植物生理学講座②「代謝」（執筆担当部分）アンモニアの同化と転流. [朝倉書店, (2001)4月]
山谷知行
4) 植物栄養学（執筆担当部分）第９章２. [文永堂出版, (2001)12月]
森、前、米山編
5) 植物栄養  肥料の事典（執筆担当部分）アンモニア態窒素と硝酸態窒素の根、葉における同化と同　　 化に
およぼす内的、外的因子の影響. [朝倉書店, (2002)6月]
山谷知行
6) 植物代謝工学ハンドブック（執筆担当部分）窒素代謝 366-378. [エヌ  ティー  エス, (2002)10月]
榊原均、山谷知行
7) 明日を拓く植物科学—光エネルギーを生物エネルギーにかえる植物の設計図を読む（執筆担当部分）植物の
老化：新しい生命への準備. [クバプロ, (2002)10月]
山谷知行
8) Advance in Rice Genetics: Molecular markers, QTL mapping, and marker-assisted selection（執筆担当部
分）Response of QTLs for heading date in rice at diﬀerent sites from tropical to temperate regions. [IRRI,
Philippines, (2003)10月]
Fukuta, Y., Kobayashi, S., Tsunematsu, H., Ebron, L.A., Kato, H., Umemoto, T., Morita, S., Sato, T.,
Yamaya, T., Nagamine, T., Fukuyama, T., Sasahara, H., Ashikawa, I., Tamura, K., Nemoto, H., Maeda,
H., Hamamura, K., Ogata, T., Matsue, Y., Ichitani, K. and Takagi, A.
9) 光合成事典. [学会出版センター, (2003)12月]
日本光合成研究会
10) 植物ゲノム科学事典. [朝倉書店, (2004)6月]
山谷知行
11) "Nitrogen Acquisition and Assimilation in Higher Plants", Plant Ecophysiology Series, Eds. by Stulen, I. and
Amancio, S.（執筆担当部分）Metabolic Regulation of Ammonium Uptake and Assimilation.. [(2004)12月]
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Yamaya, T. and Oaks, A.
12) Focus on Plant Molecular Biology-2: Biotechnological Approaches to Improve Nitrogen Use Eﬃciency in Plants
（執筆担当部分）Glutamate syntase, ammonia assimilation and plant productivity. [Studium Press, LLC,
Houston, Texas, U.S.A., (2006)1月]
Srivastava, H.S., Shankar, N., Yamaya, T. and Singh, R.P.
13) イネの生産性  品質と栄養生理（執筆担当部分）イネの窒素の栄養生理と生産性の分子的基盤 (pp. 10-37 in
total 168). [日本土壌肥料学会, (2006)8月]
早川俊彦、山谷知行
14) 東北の農業と土壌肥料（執筆担当部分）水稲の窒素利用に関する分子生物学的アプローチ pp. 141-143（全
298ページ）. [日本土壌肥料学会東北支部, (2006)8月]
山谷知行
15) 学術月報　 60(8)（執筆担当部分）特集：我が国における学術研究の動向について II. 農学分野の研究動向　
pp.20-40 （全 84ページ）. [日本学術振興会, (2007)8月]
坂齊、山谷知行 他研究員合計 15名
16) 植物の百科事典（執筆担当部分）物質代謝 p. 13-14, 窒素代謝 p.16（全 552ページ）. [朝倉書店, (2009)4月]
山谷知行
17) 植物栄養学　第２版（執筆担当部分）アンモニウムイオンの吸収　（pp.70-71)、アンモニウムイオンの同化
（pp.77.82）. [文永堂出版, (2010)3月]
山谷知行 間藤徹、馬建鋒、藤原徹　編
18) 岩波　生物学辞典　第 5版（執筆担当部分）硝酸還元、亜硝酸還元酵素など. [岩波書店, (2010)4月]
山谷知行 巖佐庸、倉田滋、斎藤成也、塚谷裕一編
19) Nitrogen Assimilation in Plants（執筆担当部分）Ammonia absorption and assimilation in plants. [Research
Signpost, India, (2010)7月]
Kojima, K.*, Hayakawa, T., von Wiren, N. and Yamaya, T.
研究論文
1) Nitrate reductase inactivating factor from rice cells in suspension culture. [Plant Cell Physiol., 17, (1976),
633-641]
Yamaya, T. and Ohira, K.
2) 水稲培養細胞の生育過程における硝酸還元酵素の消長と窒素利用について. [日本土壌肥料学会誌, 47, (1976),
79-84]
大平幸次, 山谷知行, 小島邦彦
3) Puriﬁcation and properties of a nitrate reductase inactivating factor from rice cells in suspension culture. [Plant
Cell Physiol., 18, (1977), 915-925]
Yamaya, T. and Ohira, K.
4) Studies on the greening of cultured soybean and Ruta cells. III. Eﬀect of minor element deﬁciency on the
growth and photosynthetic activities of Ruta cells. [Soil Sci. Plant Nutr., 23, (1977), 67-75]
Ojima, K., Yamada, M, Yamaya, T. and Ohira, K.
5) Studies on the greening of cultured soybean and Ruta cells. II. Photosynthetic activities of the cultured green
cells. [Soil Sci. Plant Nutr., 23, (1977), 59-66]
Yamaya, T., Ojima, K. and Ohira, K.
6) Reversible inactivation of nitrate reductase by its inactivating factor from rice cells in suspension culture.
[Plant Cell Physiol., 19, (1978), 1085-1089]
植物資源開発部門（植物細胞生物学基幹分野） 0 – 13
山谷　知行
Yamaya, T. and Ohira, K.
7) Nitrate reductase inactivating factor from rice seedlings. [Plant Cell Physiol., 19, (1978), 211-220]
Yamaya, T. and Ohira, K.
8) Nitrate content and induction of NADH nitrate reductase in cultured rice cells. [Soil Sci. Plant Nutr., 24,
(1978), 245-252]
Yamaya, T., Chiba, Y. and Ohira, K.
9) Activation of nitrate reductase by extracts from corn scutella. [Plant Physiol., 66, (1980), 212-214]
Yamaya, T. and Oaks, A.
10) Action of corn and rice-inactivating proteins on a puriﬁed nitrate reductase from Chlorella vulgaris. [Plant
Physiol., 65, (1980), 146-150]
Yamaya, T., Solomonson, L.P. and Oaks, A.
11) Characteristics of nitrate reductase-inactivating proteins obtained from corn roots and rice cell cultures. [Plant
Physiol., 65, (1980), 141-145]
Yamaya, T., Oaks, A. and Boesel, I.L.
12) Properties of alkaline phosphatase in cucumber roots induced by calcium starvation. [Plant Cell Physiol., 22,
(1981), 1355-1365]
Yamaya, T. and Matsumoto, H.
13) Increase in alkaline phosphatase activity in cucumber roots during calcium starvation. [Plant Cell Physiol.,
22, (1981), 1137-1140]
Matsumoto, H. and Yamaya, T.
14) Resistance to acetohydroxamate acquired by slow adaptive increase in urease in cultured tobacco cells. [Plant
Physiol., 67, (1981), 1133-1140]
Yamaya, T. and Filner, P.
15) Increase in cell wall-associated phosphatase activity in cucumber roots during calcium starvation: Binding
nature and properties of the phosphatase and cell wall analysis. [Plant Cell Physiol., 23, (1982), 1175-1184]
Yamaya, T., Tanigawa, M., Konno, H. and Matsumoto, H.
16) Changes in cucumber root adenine nucleotide contents during calcium starvation. [Soil Sci. Plant Nutr., 28,
(1982), 349-357]
Yamaya, T., Tanigawa, M., Kawasaki, T. and Matsumoto, H.
17) Occurrence of three macro-molecular inhibitors of nitrate reductase in chinese cabbage roots. [Soil Sci. Plant
Nutr., 28, (1982), 337-348]
Matsumoto, H., Ohno, S. and Yamaya, T.
18) Speciﬁc increase in phosphatase isozymes in cucumber roots caused by calcium deﬁciency. [Plant Cell Physiol.,
23, (1982), 385-395]
Yamaya, T., Tanigawa, M. and Matsumoto, H.
19) Calmodulin-like activity associated with chromatin from pea buds. [Plant Cell Physiol., 24, (1983), 593-602]
Matsumoto, H., Tanigawa, M. and Yamaya, T.
20) Characteristics of glutamate dehydrogenase in mitochondria prepared from corn shoots. [Plant Physiol., 76,
(1984), 1009-1013]
Yamaya, T., Oaks, A. and Matsumoto, H.
21) Pectic polysaccaride breakdown of cell walls in cucumber roots grown with calcium starvation. [Plant Physiol.,
76, (1984), 633-637]
Konno, H., Yamaya, T., Yamasaki, Y. and Matsumoto, H.
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22) Repression of the K uptake and cation-stimulated ATPase activity associated with the plasma membrane-
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